























疾患の危険因子として最も重要なものである。  圧剤内服の有無,測定時間など毎回,様々 な影
2004年に発表された高血圧治療ガイドライン  響を受ける。一方,家庭血圧は,そのような影
(日本高血圧学会)で「SBP135mmHg以上, ま  響を受けにくい。そこで今回,検診時随時血圧
たはDBP85mmHg以上」を高血圧と改訂され  と家庭血圧との比較について検討したので報告





ている。生活習慣病の1つである高血圧症はサ  随時血圧 :検診や医療機関で測定した血圧。食
イレントキラーと呼ばれている。また,心血管   事,喫煙,労働,睡眠,降圧剤内服の有無,
イベントの中でも脳卒中の発症頻度が最も高   測定時間などの影響を受けやすい。
く,高血圧は脳卒中の最も大きなリスクファク  家庭血圧 :自宅で測定した血圧のこと。リラッ
夕とである (松岡,2000・2003)。 クスできる空間で測定でき,測定時間も一定
家庭血圧測定装置は現在わが国では3,000   であり,様々 な影響を受けにくい。
万台以上が各家庭で稼働している (今井ら,
2007)。近年の研究では,家庭血圧測定装置が  起床時家庭血圧 :起床後1時間以内で排尿後,
普及し,随時血圧と家庭血圧との不一致が明ら   朝食前,降圧剤内服前に測定。









































































































のnEEを知 り、蔦血 圧 とえ つ け蘇しよう。
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